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令
和
元
年
度

同
窓
会
総
会
開
催

　

早
春
の
候　

同
窓
会
員
の
皆
様
に

は
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

令
和
二
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨

年
は
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
自
然
災
害

が
多
く
発
生
し
ま
し
た
が
、
今
年
は

穏
や
か
な
年
で
あ
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
９
月
に
同
窓
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
同
窓
会
役
員
も
新
体

制
に
な
り
、
早
く
も
５
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
同
窓
会
役
員
で
９
月
に
は

文
化
祭
、
11
月
に
は
「
き
の
く
に
学

び
の
月
間
」
と
し
て
母
校
を
訪
れ
ま

し
た
。
文
化
祭
で
は
、
各
学
年
や
各

ク
ラ
ブ
の
活
き
活
き
と
し
た
活
動
、

「
き
の
く
に
学
び
の
月
間
」
で
は
、

事
務
局
の
白
井
先
生
の
案
内
で
１
・

２
・
３
学
年
の
授
業
を
参
観
し
ま
し

た
が
、
ど
の
学
級
も
真
剣
に
、
落
ち

着
い
た
授
業
態
度
で
一
同
感
心
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
す
。

今
か
ら
と
て
も
わ
く
わ
く
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
母
校
の
創
設

者
濱
口
梧
陵
翁
の
生
誕
２
０
０
年
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
今
、
学
校
と
連

携
し
な
が
ら
記
念
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
期
日
は
令
和
２
年
10
月

11
日
（
日
）
の
予
定
で
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
是
非
お
誘
い
合
わ
せ
て
母

校
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
つ
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
Ｔ
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
＝
津
波
（
稲
む
ら
の
火
）」

の
公
演
で
す
。
作
・
作
曲
・
演
出
は

高
井
良
純
氏
、
日
本
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

研
究
会
・
劇
団
Ｊ
Ｍ
Ａ
の
方
で
公
演

さ
れ
ま
す
。
日
時
は
未
定
で
す
が
、

和
歌
山
県
・
兵
庫
県
で
開
催
予
定
で

す
。
日
時
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
皆
様

に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、
是
非

観
劇
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
会
員
相
互
の
親
睦
や
旧
交

を
温
め
、
さ
ら
に
「
関
東
・
関
西
・

和
歌
山
・
有
田
耐
久
会
」
と
の
交
流

を
よ
り
深
め
て
、
楽
し
く
・
魅
力
あ

る
同
窓
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

若
鮎
の

　
　

二
手
に
な
り
て

　
　
　
　
　

上
り
け
り　

子
規

ご
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

同
窓
会
長

大
西
義
弘
高
（

16

）
期

　

令
和
元
年
度
同
窓
会
本
部
及
び
有
田

耐
久
会
総
会
が
、
９
月
22
日
午
前
11
時

か
ら
湯
浅
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
80

余
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス

「
ほ
ほ
え
み
」
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

を
鑑
賞
し
た
。
有
田
の
わ
ら
べ
歌
な
ど

６
曲
が
歌
わ
れ
、
最
後
に
同
窓
会
副
会

長
池
永
義
子
氏
が
作
詞
作
曲
し
た
「
梧

陵
翁
の
夢
を
」
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
の

迫
力
と
パ
ワ
ー
は
ま
る
で
歌
劇
を
み
て

い
る
よ
う
で
、
会
場
は
感
動
の
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　

第
二
部
は
、
大
西
義
弘
会
長
（
高
16

期
）、
和
泉
保
廣
有
田
耐
久
会
会
長
（
高

22
期
）、笹
井
校
長
の
挨
拶
で
開
会
し
た
。

大
西
会
長
は
、
昨
年
「
世
界
津
波
の
日

高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
が
本
校
で
開
催
さ

れ
た
こ
と
、
来
年
度
の
濱
口
梧
陵
生
誕

２
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
記
念
事
業
を
令
和
２

年
10
月
11
日
（
日
）
に
開
催

す
る
と
報
告
し
た
。
和
泉

有
田
耐
久
会
会
長
は
濱
口

梧
陵
生
誕
２
０
０
年
記
念

事
業
を
本
部
同
窓
会
、
学

校
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
む
と
挨
拶
し
た
。

　

笹
井
校
長
は
、「
耐
久
高

校
生
が
地
域
を
支
え
、
ふ

る
さ
と
を
大
切
に
す
る
心

を
育
む
べ
く
地
域
へ
出
て
有
田
の
人
達

と
連
携
を
深
め
て
い
る
」
と
学
校
の
取

り
組
み
の
一
端
を
話
さ
れ
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
吉
井
和
視（
高
22
期
）・

浦
口
高
典
（
理
３
期
）・
山
家
敏
宏
（
高

44
期
）
県
議
会
議
員
、
関
東
耐
久
会
宮

井
義
和
副
会
長
（
理
２
期
）、
関
西
耐
久

会
地
引
民
子
会
長
（
高
17
期
）、
鈴
木
祥

生
副
会
長
（
高
32
期
）、
宮
崎
裕
子
幹
事

長
（
高
31
期
）、
和
歌
山
耐
久
会
西
博
義

会
長
（
高
19
期
）
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
が
進
行
さ
れ
本
部
役

員
の
改
選
で
は
全
員
留
任
さ
れ
た
。

　

続
い
て
有
田
耐
久
会
総
会
が
行
わ
れ
、

役
員
改
選
で
は
勝
丸
健
司
副
会
長
（
高

22
期
）
が
退
任
さ
れ
、
副
会
長
に
平
畑

君
子
氏
（
22
期
）
が
就
任
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
来
賓
の
方
々
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
。
榎
木
現
造
氏
（
旧

中
42
期
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
後
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
歓
談
が
始
ま
り
、
和
気
あ
い
あ

い
と
会
員
相
互
の
旧
交
を
温
め
、
和
や

か
な
内
に
閉
会
し
た
。

先
絡
連
部
支  和歌山耐久会 

会　長　西　　 博　義
和歌山市岩橋 1690-47
Tel  073-475-2677

 関 西 耐 久 会 
会　長　地　引　民　子
幹事長　宮　崎　裕　子
大阪府池田市伏尾台 3-8-1
Tel  072-753-1219

 関 東 耐 久 会 
会　長　林　　　紀　男

株式会社 オフィス ココ　桜バンケット
Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　和　泉　保　廣

有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/
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東　　　猛　嗣　（高21期）
TEL 073－483－5535
FAX 073－483－5556

●海　南　店／海南市日方1521-19

経営サービス協同組合
理事長　東　　　猛　嗣

（高21期）　　　
海 南 市 名 高 5 0 2 - 3
TEL 073－483－7874
FAX 073－483－1015

同窓会本部役員・会報委員会

　

私
は
耐
久
高
校
を
卒
業
し
て
今

年
で
半
世
紀
を
迎
え
ま
す
が
、
県

庁
在
職
時
の
心
に
残
る
思
い
出
の

一
つ
に
「
和
歌
山
県
庁
耐
久
会
の

結
成
」が
あ
り
ま
す
。10
年
ほ
ど
前
、

脳
裏
を
か
す
め
た
の
が
、
県
庁
内

に
幾
つ
か
の
出
身
大
学
の
会
が
結

成
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
出
身

高
校
の
会
が
な
か
っ
た
こ
と
と
若

き
時
の
思
い
出
（
県
庁
職
員
と
し

て
採
用
さ
れ
た
昭
和
49
年
当
時
、

有
田
県
事
務
所
に
耐
久
会
が
あ
っ

て
荒
々
し
い
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
）

で
し
た
。

　

内
々
に
人
事
課
で
調
べ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
県
庁
内
組
織
全

体
で
、
耐
久
高
校
出
身
者
は
約
３

０
０
人
在
職
し
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
ち
な
み
に
、
現
在
は
県
庁
の

機
構
改
革
や
人
員
削
減
で
約
２
０

０
人
だ
そ
う
で
す
。
紀
北
・
紀
中
・

紀
南
・
県
外
と
勤
務
地
が
バ
ラ
バ

ラ
な
中
、
呼
び
か
け
を
ど
う
し
た

ら
よ
い
も
の
か
。
先
輩
や
後
輩
に

相
談
し
た
結
果
、
和
歌
山
市
内
と

そ
の
周
辺
地
域
に
勤
務
す
る
職
員

に
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
県
庁
は
も
ち
ろ
ん
県
教
育
委

員
会
や
県
警
察
本
部
に
勤
務
す
る

職
員
、
ま
た
４
名
の
耐
久
高
校
出

身
の
県
会
議
員
（
故
浅
井
修
一
郎

氏
、
吉
井
和
視
氏
、
浦
口
高
典
氏
、

松
阪
英
樹
氏
）
に
呼
び
か
け
る
な

ど
、
様
々
な
職
場
か
ら
約
70
人
が

集
う
こ
と
と
な
り
、
何
と
か
格
好

が
つ
き
ホ
ッ
と
し
た
も
の
で
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
「
ア
バ
ロ
ー
ム

紀
の
国
」
で
は
、
初
め
て
顔
を
合

わ
す
先
輩
と
後
輩
、「
お
前
も
耐
久

か
、
職
場
は
ど
こ
や
」
な
ど
、
耐

久
高
校
出
身
の
つ
な
が
り
を
垣
間

見
る
一
幕
も
あ
る
な
ど
、
互
い
の

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
会
が
い

た
っ
て
和
や
か
に
進
行
し
、
最
後

に
み
ん
な
で
校
歌
を
歌
っ
て
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
ひ
と
時
を
過

ご
す
と
と
も
に
、
毎
年
２
月
県
議

会
の
初
日
に
県
庁
耐
久
会
を
開
く

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
初
代
和
歌
山
県
議
会

議
長
を
務
め
た
濱
口
梧
陵
翁
の「
生

誕
２
０
０
年
」
を
迎
え
ま
す
。

　
「
讃
え
よ
耐
久　

吾
等
が
母
校
」

耐
久
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

「
和
歌
山
県
庁
耐
久
会
」
結
成
の
思
い
出（

高
22
期
）

中
　
畑
　
仁
　
志

令和元・２年度 本部役員名簿
役　職 氏　名 期
会　長  大西　義弘  高16
副会長  栩野　裕明  高18
副会長 

 池永　義子  高21副会長 
 見矢　義夫  高21

副会長  神田　公子  高25
会　計  森　　裕美 高26
常任幹事  坂本　康寛  高18
常任幹事  法眼　貞子 高19
常任幹事  野下　康雄  高23
常任幹事  和泉　保廣 高22
常任幹事  大浦　睦美 高28
常任幹事  弓場　　守 高30
常任幹事  小畑　英三 高18
常任幹事 
常任幹事  栗田　佳樹  高41

 大西　和彦  高29

会計監査  半辺みつ子 高18
会計監査  森岡　ゆか 高33
顧　問  下野　憲英 高13
耐久Ｒ代表 西　　博義 高19
事務局 白井　敏之 高34
事務局 兵衛　和樹 高52
事務局 岡本　剛典 高55グ1

同窓会活動報告
2019（R1）年

2020（R2）年

　9．10 本部耐久会（本校）
 17 本部・有田耐久会合同役員会（本校）
 22 本部同窓会・有田耐久会総会
  　　　　　　（湯浅町地域福祉センター）
10．19 稲むらの火祭り
 25 本部・有田耐久会合同役員会（本校）
 27 関西耐久会総会（ホテル大阪ベイタワー）
  …笹井校長・大西会長・和泉会長・栩野・白井

 29 第5回「志学ゼミ」（本校）
11．20 きのくに学びの月間・学校訪問（授業参観）
12．10 本部四役会（本校）
 17 会報編集委員会（本校）

　1．　2 組織強化支援事業高68期同窓会（橘家）
 28 会報編集委員会（本校）
 31 本部・有田耐久会役員新年会
　2．14 本部・有田耐久会合同役員会（本校）
 23 組織強化支援事業高40期同窓会
  （ホテルグランヴィア和歌山）

 28 卒業生クラス代表との懇談会（本校）
　3．　2 第72回卒業証書授与式

令和元・２年度 有田耐久会役員名簿
役　職 氏　名 期

和泉　保廣
山﨑　佳彦
平畑　君子
三角　　治
池辺　正晴
鈴木　宏明
谷岡　義則
弓場　　守
山田　展生
生駒　正剛
柳　　　実
古川　友子
宮井　順子
大浦　睦美
下野　憲英
柏原政夫美
吉松　敏隆

高22
高22
高22
高25
高15
高28
高29
高30
高31
高34
高19
高26
高28
高28
高13
高19
高19

会　長
副会長
副会長
副会長
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
会計監査
会計監査
事務局
事務局
事務局会計
顧　問
顧　問
顧　問

メールアドレス　shirai-t002@wakayama-c.ed. jp
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◆ 地元、有田耐久会にご入会を！（お問い合わせは事務局 0737-62-4148）

柏　原　政夫美（高19期）

ＴＥＬ（0737）52－ 5235
ＦＡＸ（0737）52－ 5630

医療法人大和会

宮井　將博（高３４期）
（一部予約制）　泌尿器科　一般外科　

ＴＥＬ　０７３７－２２－３３３３
和歌山県有田市宮原町須谷533－1〒649－0433

診療時間　午前９：００～１２：００　午後４：００～６：３０　　休　診　木，土午後・日・祝日

〒649-0303  和歌山県有田市新堂208-1
 TEL（0737）82-4444・82-5400
 FAX（0737）83-6006

〒649-0303  和歌山県有田市新堂208-1
 TEL（0737）82-4444・82-5400
 FAX（0737）83-6006

辻 本 印 刷 所辻 本 印 刷 所
各種印刷・紙器・果実包装紙

た
。
で
も
、
こ
の
大
会
が
終
わ
っ
た
と

き
に
は
こ
う
な
っ
て
い
た
い
な
と
思
い

描
き
練
習
を
頑
張
る
と
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
結
果
を
思

い
描
い
て
か
ら
行
動
す
る
」
と
い
う
こ

と
は
や
は
り
大
切
だ
と
言
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

丁
寧
な
挨
拶
の
方
法
も
実
際
に
体
験

し
な
が
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来

て
、
楽
し
い
志
学
ゼ
ミ
の
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
組　

池
永　

実
優

　
「
自
分
の
選
ん
だ
道
、
そ
の
道
で
プ

ロ
と
な
れ
」
と
い
う
言
葉
が
強
く
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
お
話
の
内
容
か
ら
も

仕
事
に
対
す
る
熱
意
の
大
き
さ
、
プ
ロ

と
し
て
の
意
識
の
高
さ
が
も
の
す
ご
く

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
働
き
始
め
て
か

ら
「
プ
ロ
に
な
っ
て
や
る
」
と
決
心
さ

れ
、
今
も
同
じ
場
所
で
日
々
頑
張
ら
れ

て
い
る
と
い
う
生
き
方
が
か
っ
こ
い
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
育
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
こ
れ

か
ら
先
も
人
の
た
め
に
支
え
て
い
き
た

い
」と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て「
地

元
」
に
こ
だ
わ
る
こ
と
。
ま
た
そ
れ
を

貫
き
続
け
て
い
る
強
さ
が
素
敵
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
私
が
か
っ
こ
い
い
、
素
敵

だ
と
感
じ
た
こ
と
は
今
の
自
分
に
は
欠

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
、
よ

り
一
層
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大

き
く
な
り
ま
し
た
し
、
く
よ
く
よ
し
て

い
た
気
持
ち
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

本
当
に
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

て
よ
か
っ
た
で
す
。

【
生
徒
感
想
文
】

２
組　

畑
中　

智
貴

　

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
中

で
、
自
分
を
支
え
る
た
め
の
土
台
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
言
葉
に
と
て
も
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
僕
は
今
ま
ま
で
「
習

慣
づ
け
る
」
と
い
う
こ
と
が
将
来
の
糧

と
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
お
話
を
聞
い
て
考
え
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

将
来
成
功
す
る
秘
訣
は
、
簡
単
な
こ

と
か
ら
習
慣
づ
け
て
、
自
分
の
土
台
を

少
し
ず
つ
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、
辛
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
耐
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
勉
強
や
日
々
の
生
活
で

習
慣
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
探
し
て
実
行

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

３
組　

田
中
菜
都
美

　

先
生
と
同
じ
で
私
も
初
め
か
ら
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
考
え
る
癖
が
あ
る
の
で
、「
最

低
な
状
態
よ
り
最
高
な
状
態
を
想
像
し

た
方
が
う
ま
く
い
く
」
と
い
う
言
葉
を

信
じ
て
考
え
方
か
ら
変
え
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。　

　

先
生
の
お
か
げ
で
今
、
私
が
将
来
の

た
め
に
す
べ
き
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た

し
、「
人
が
喜
ん
で
く
れ
た
ら
自
分
も

嬉
し
い
」
と
い
う
考
え
方
が
素
敵
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
私
も
そ
ん
な
風
に
思
え

る
よ
う
に
将
来
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

４
組　

川
瀨　

翠
優

　

お
話
の
中
で
、「
結
果
を
思
い
描
い

て
か
ら
行
動
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
私
は
も
と
も
と
目

標
だ
け
を
考
え
て
結
果
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
な
ど
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

展
望
や
設
計
に
対
し
て
、
前
向
き
、
具

体
的
に
考
え
る
契
機
と
す
る
。

２
　
日
　
時　

令
和
元
年
10
月
29
日
㈫

12
時
45
分
〜
15
時
50
分

３
　
対
　
象　

第
１
学
年（
２
０
２
名
）

４
　
概
　
要

・
約
60
分
間
の
ゼ
ミ
を
、
生
徒
を
変
え

て
２
回
実
施
。

・
ゼ
ミ
は
、
講
師
先
生
お
一
人
と
約
10

名
の
生
徒
で
構
成
。

・
ゼ
ミ
の
内
容
は
、
上
記
目
的
に
則
し

た
講
師
先
生
か
ら
の
ご
講
話
と
生
徒

と
の
質
疑
応
答
等
。

・
各
班
ご
と
に
１
教
室
を
使
用
。

１
　
目
　
的

　

社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
本
校
卒
業
生
の
方
々
か
ら
、
自
ら

の
「
生
き
様
」
や
「
人
や
社
会
と
の
関

わ
り
」
等
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
お
聞

き
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
関
し
て
生

徒
が
質
問
や
感
想
等
を
出
し
合
い
、
社

会
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
理
解
や
認
識

を
深
め
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
に
至
る
ま

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
努
力
や
葛

藤
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
お

聞
き
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
将
来
へ
の

第
５
回  

１
学
年
志
学
ゼ
ミ
感
想

氏名
青山　歓生
井上信太郎
川島　忠弘
小池　有美
小畑　智哉
小船　正人
坂井　紫織
田中　誠二
谷井　康人
古川　　勤
松林　洋以
三角　　治
森本　真輔
山本　琢哉

卒年
S59
H22
S60
H1
H12
H4
S59
S55
S59
H15
H16
S48
H13
H15

所　　属　　等
国立和歌山工業高等専門学校　教授
紀州田村みかん　善兵衛農園
MS和歌山株式会社　専務執行役員
和歌山県立医科大学附属病院リハビリテーション部　理学療法士
株式会社タイランホールディングス　代表取締役社長
JXTGエネルギー株式会社和歌山製油所製油部製油1グループ班長
有田市立病院　看護師
株式会社エデュケーションリンクス　代表取締役
谷井農園　代表
株式会社近鉄百貨店和歌山店営業促進部販売推進課係長
湯浅町役場総務広報課地域防災係
株式会社地域創生　代表取締役
株式会社丸十家具　代表
Orange Blue　代表

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

志学ゼミ　社会人講師の先生方 【50音順・敬称略】
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最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。

濱
口
梧
陵
生
誕
二
〇
〇
年 

記
念
特
集

特 集

＝ 

そ
の
四 

＝

濱
口
梧
陵
に
思
う

校
高
（

13

）
期

前
　
　
　
寿
　
仁

浦
賀
に
来
航
し
た
。
翌
年
の
安
政
元
年
、
南

海
地
震
が
広
村
を
襲
っ
た
。
濱
口
梧
陵
は
、

収
穫
し
た
後
の
稲
の
藁
を
積
上
げ
た
い
わ
ゆ

る
稲
む
ら
に
火
を
放
ち
、
暗
く
な
り
始
め
た

闇
に
避
難
の
目
印
の
た
め
、
幾
つ
も
の
稲
む

ら
を
燃
や
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
行
き
場
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
人
々
が
、
そ
れ
を
目
標
に
高

台
へ
と
登
っ
て
き
た
。
大
多
数
の
人
々
が
救

わ
れ
た
。
後
に
、
文
部
省
の
尋
常
小
学
国
語

読
本
に
て
、
学
校
で
教
え
ら
れ
た
『
稲
む
ら

の
火
』
で
彼
の
名
は
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら

れ
た
。そ
し
て
彼
は
広
村
に
堤
防
を
作
っ
た
。

　

人
道
主
義
者
で
あ
る
梧
陵
は
、
医
学
に
も

熱
心
で
、前
記
の
蘭
医
、関
寛
斎
に
働
き
か
け
、

コ
レ
ラ
の
蔓
延
を
防
い
だ
り
、
種
痘
所
に
寄

付
を
し
た
り
の
医
療
支
援
金
の
拠
出
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
。教
育
面
で
は「
耐
久
社
」 の
創

設
。
紀
州
藩
の
藩
政
に
も
勘
定
奉
行
と
し
て

参
画
。初
代
の
県
会
議
長
。ま
た
国
政
に
お
い

て
は
、
初
代
郵
便
大
臣
た
る
駅
逓
頭
と
し
て

郵
便
制
度
の
創
設
に
力
を
尽
し
た
。
福
沢
論

吉
は
濱
口
梧
陵
の
こ
と
を
、
こ
の
日
本
国
を

陰
で
支
え
る
第
一
人
者
と
し
て
讃
え
て
い
る
。

　

濱
口
梧
陵
の
創
設
に
よ
る
耐
久
高
校
に
学

ん
だ
私
た
ち
も
、
表
立
っ
て
で
な
く
て
も
い

い
か
ら
、
日
本
を
支
え
て
い
く
心
構
え
は
持

ち
た
い
も
の
だ
。

な
っ
た
。
砲
術
に
通
じ
海
防
の
重
要
性
を
説

く
象
山
よ
り
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
門
人

仲
間
に
吉
田
松
陰
も
い
た
。
梧
陵
は
象
山
よ

り
二
挺
の
ピ
ス
ト
ル
を
買
い
受
け
て
い
る
。

こ
こ
で
梧
陵
は
勝
麟
太
郎
（
勝
海
舟
）
と
知

り
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。
海
舟
は
28
歳
。
梧

陵
は
広
村
に
帰
り
「
広
村
崇
義
団
」
を
結
成

し
た
。
外
敵
か
ら
自
分
た
ち
の
身
を
守
ろ
う

と
い
う
の
だ
。
高
杉
晋
作
の
騎
兵
隊
は
こ
の

「
広
村
崇
義
団
」
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
作
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

梧
陵
は
や
さ
し
い
。
農
民
に
細
道
や
田
ん

ぼ
道
で
行
き
会
う
と
必
ず
梧
陵
の
方
か
ら
道

を
譲
り
、「
ご
苦
労
さ
ん
で
す
」
と
声
を
か

け
た
。
そ
し
て
人
は
み
な
平
等
で
、
男
も
女

も
等
し
く
尊
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
事
あ

る
ご
と
に
身
を
も
っ
て
説
い
た
。
こ
れ
は
、

福
沢
諭
吉
の
「
天
は
人
の
上
に
人
を
作
ら

ず…

」
の
考
え
と
同
じ
で
あ
る
。
松
坂
に
い

た
時
の
こ
と
、
貧
し
い
家
の
女
性
が
金
銭
で

買
わ
れ
て
行
く
現
実
に
心
を
痛
め
、梧
陵
は
、

そ
の
地
城
の
売
春
宿
を
残
ら
ず
禁
止
す
る
よ

う
に
そ
の
筋
に
働
き
か
け
実
現
せ
し
め
た
。

そ
の
こ
と
で
、
あ
る
夜
悟
陵
は
闇
討
ち
に
あ

い
、
鉄
砲
で
狙
わ
れ
た
。
一
発
目
の
銃
声
を

聞
い
た
時
、
梧
陵
は
焦
ら
ず
、
供
の
者
に
提

灯
の
灯
を
消
さ
せ
、
足
音
を
消
し
て
歩
き
続

け
た
。
槍
術
を
極
め
た
男
で
あ
る
。
精
神
も

鍛
練
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
難
な
く
帰
宅

し
た
。
銚
子
に
行
っ
た
時
に
関
寛
斎
と
も
知

り
合
っ
た
。司
馬
遼
太
郎
の『
胡
蝶
の
夢
』（
新

潮
文
庫
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

濱
口
梧
陵
は
嘉
水
６
（
１
８
５
３
）
年
家

督
を
相
続
し
七
代
目
儀
兵
衛
と
な
っ
た
。
34

歳
の
時
で
あ
る
。
そ
の
年
ペ
リ
ー
の
黒
船
が

る
。
勝
郎
君
も
道
雄
君
も
、
な
か
な
か
ハ
ン

サ
ム
で
細
身
。
頭
が
良
く
て
人
に
優
し
い
。

濱
口
梧
陵
の
血
を
引
い
て
い
る
。

　

濱
口
梧
陵
は
単
に
和
歌
山
で
知
ら
れ
て
い

る
ば
か
り
で
な
く
、
と
て
も
広
い
交
流
網
を

持
っ
て
い
た
。
１
８
４
１
年
、
梧
陵
は
江
戸

の
医
者
三
宅
艮
斎
を
、
ヤ
マ
サ
醤
油
の
江
戸

へ
の
拠
点
で
あ
る
銚
子
に
招
き
、
蘭
医
の
艮

斎
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
や
オ
ラ
ン
ダ
の
こ
と
や

海
外
の
情
勢
を
教
わ
っ
た
。
艮
斎
の
蘭
医
学

の
お
蔭
で
、
当
時
江
戸
で
大
流
行
の
コ
レ
ラ

が
銚
子
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

三
宅
艮
斎
の
蘭
医
学
の
方
法
に
よ
る
対
応
が

的
確
で
あ
っ
た
の
だ
。
海
外
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
コ
レ
ラ
菌
は
漢
方
で
は
対
応
で
き
ず
、

西
洋
医
学
が
そ
の
効
果
を
発
揮
し
た
か
ら
で

あ
る
。艮
斎
は
佐
倉
藩
の
御
用
医
と
な
っ
た
。

梧
陵
は
艮
斎
か
ら
の
話
を
聞
き
、
商
人
な
が

ら
国
防
の
強
化
の
必
要
を
感
じ
た
。
槍
・
刀

に
よ
る
国
防
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
砲
術
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
、
砲
術
の
大
家
で
あ
る

菊
池
海
荘
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
１
８
５

０
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

海
荘
は
湯
浅
の
人
物
で
あ
る
。
梧
陵
と
も

親
し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
か
ら
佐
久
間
象

山
を
紹
介
さ
れ
た
。
梧
陵
は
31
歳
に
な
っ
て

い
た
。
梧
陵
は
佐
久
間
象
山
の
門
下
生
と

　

私
の
出
身
大
学
の
同
級
生
に
濱
口
勝
郎
君

が
い
て
、
同
じ
大
学
の
商
学
部
の
同
期
生
に

も
濱
口
道
雄
君
が
い
た
。
勝
郎
君
は
一
般
企

業
を
退
職
し
て
老
後
を
送
っ
て
い
る
が
、
道

雄
君
は
ヤ
マ
サ
醤
油
の
会
長
と
し
て
経
営
に

携
わ
っ
て
い
る
。
濱
口
梧
陵
の
子
孫
た
ち
で

あ
る
。
広
村
出
身
の
濱
口
梧
陵
の
興
し
た
ヤ

マ
サ
醤
油
は
、
今
は
銚
子
や
東
京
に
そ
の
本

拠
を
移
し
て
、
道
雄
君
親
子
が
こ
の
ヤ
マ
サ

醤
油
を
引
き
継
い
で
い
る
。
大
学
卒
業
後
、
偶

然
そ
の
こ
と
を
知
り
、
耐
久
高
校
出
身
の
私

は
、濱
口
梧
陵
の
小
説
を
書
く
こ
と
を
決
め
、

２
０
１
６
年
文
芸
社
よ
り
『
第
三
の
男
傑
』

と
し
て
出
版
し
た
。
梧
陵
は
耐
久
社
と
い
う

学
校
を
広
村
に
作
り
、
そ
れ
が
耐
久
高
校
と

し
て
湯
浅
町
に
現
在
も
存
続
し
続
け
て
い

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
昭
和
17
年
旧
清
水
町
生
ま
れ

・
耐
久
高
校
13
期
（
昭
和
36
年
卒
）

・
慶
応
義
塾
大
学
卒
業

・
銀
行
勤
務
・
定
年
退
職
後
作
家
活
動
に
入
る

　
「
明
恵
さ
ん
」「
第
三
の
男
傑
」

　
「
世
界
の
男 

南
方
熊
楠
」
刊
行 

・
埼
玉
県
在
住

お
と
こ

ご
ん
さ
い

お
と
こ
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て
ん
じ
く

い
こ
く
ば
な
し

が

ま

し
か
ん

　

令
和
元
年（
２

０
１
９
年
）10
月

27
日（
日
）、関
西

耐
久
会
総
会
を

ア
ー
ト
ホ
テ
ル

大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
回
を
重
ね

て
14
回
目
と
な
り
ま
す
。
恒
例
の
校
歌
斉
唱
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
指
揮
は
萩
平
温
子
（
10
期
）
と
歌
唱

指
導
は
菊
山
ひ
ろ
み
（
13
期
）
で
す
。
今
年
は
１
６

３
名
の
参
加
と
あ
っ
て
、
会
場
い
っ
ぱ
い
元
気
な
校

歌
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
司
会
は
宮
崎
裕
子
（
31
期
）

と
柴
本
優
子
（
31
期
）
で
す
。

　

地
引
民
子
会
長
（
17
期
）
は
、「
Ｑ
＆
Ａ
関
西
耐

久
会
」
を
使
っ
て
今
ま
で
の
歴
史
を
説
明
し
、
こ
の

よ
う
に
盛
大
な
会
に
な
っ
た
の
は
皆
様
の
お
か
げ
だ

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
本
部
、
関
東
、
和
歌
山
、

有
田
か
ら
多
数
ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
き
、

本
部
同
窓
会
会
長
大
西
義
弘
様
（
16
期
）
と
校
長
笹

井
晋
吾
様
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
京
都
府
立
医
科
大
学
創
薬
セ
ン
タ
ー

長
酒
井
敏
行
様（
理
１
期
）に
よ
る「
耐
久
高
校
で
の

夢
〜
画
期
的
抗
癌
剤
開
発
の
実
現
〜
」で
す
。講
演
に

先
立
ち
、
同
級
生
で
親
友
の
酒
井
洋
典
さ
ん
よ
り
酒

井
敏
行
様
の
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
頂
き
、
講

演
会
へ
と
繋
い
で
く
れ
ま
し
た
。
酒
井
敏
行
様
が
高

校
生
の
時
、中
学
３
年
生
の
弟
さ
ん
が
わ
ず
か
15
才
で
、

骨
肉
腫
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
と
い
う
辛
い
経
験
を
さ

れ
た
そ
う
で
す
。そ
の
こ
と
で
、「
将
来
は
抗
が
ん
剤

を
見
つ
け
た
い
！
」と
い
う
強
い
意
志
を
持
ち
、研
究

を
続
け
ら
れ
、が
ん
治
療
薬
ト
ラ
メ
チ
ニ
ブ
の
発
見
に

至
り
ま
す
。ト
ラ
メ
チ
ニ
ブ
は
既
存
薬
に
比
べ
て
著
し

く
高
い
治
療
効
果
を
示
し
、現
在
60
カ
国
以
上
で
使
用

さ
れ
世
界
の
が
ん
克
服
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

講
演
後
、病
気
の
相
談
を
し
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、「
感

動
し
た
！
」の
声
を
た
く
さ
ん
耳
に
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
永
楽
斉
富
之
丞
こ
と
村
田
豊
実
さ
ん
（
32

期
）
が
「
安
政
教
民
伝
」
を
講
談
で
披
露
。
我
ら
が
濱

口
梧
陵
翁
の
話
で
す
。
講
談
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
上
手
さ

に
笑
い
が
起
こ
り
、
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
つ
も
な
が
ら
お
元
気
で
素
敵
な
梅
本
正
之
氏

（
７
期
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
回
か
ら
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
御
食
事
が
運
ば

れ
、
落
ち
着
い
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
食

事
中
、
楠
義
隆
教
育
長
（
27
期
）
か
ら
湯
浅
町
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
「
紀
の
国
醤
油
マ
ラ
ソ
ン
」
の
紹
介
。

細
川
和
歌
山
県
知
事
室
長
か
ら
は
和
歌
山
県
の
様
々

な
活
動
の
様
子
を
紹
介
。
シ
ラ
ス
・
金
山
寺
味
噌
・

干
物
・
な
れ
寿
司
が
朝
一
に
届
き
、
各
テ
ー
ブ
ル
に

は
な
れ
寿
司
が
並
び
ま
し
た
。
再
会
の
喜
び
の
声
が

あ
ち
こ
ち
で
上
が
っ
て
い
る
中
、
各
期
ご
と
の
写
真

撮
影
。
今
年
も
出
席
数
第
一
位
は
15
期
で
し
た
。「
ふ

る
さ
と
」
の
大
合
唱
の
演
奏
は
練
習
な
し
の
一
発
勝

負
で
し
た
が
皆
様
の
協
力
で
大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
名
誉
会
長
の
萩
平
勲
（
15
期
）
さ
ん
の
挨
拶
で
、

令
和
元
年
度
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
関
西
耐
久
会
総
会

が
終
了
し
ま
し
た
。
皆
様
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
遠

い
と
こ
ろ
お
越
し
く
だ
さ
り
、
楽
し
い
会
に
し
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
役

員
一
同
頑
張
っ
て
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
お
越
し
下
さ
い
ま
せ
。
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

幹
事
長　

宮
崎
裕
子
（
高
31
期
）

　

関
東
耐
久
会
は
２
０
１
７
年
の
観
劇
会
に
続
き
、

２
０
１
９
年
10
月
22
日
、
東
京
半
蔵
門
国
立
劇
場
に

て
観
劇
会
を
開
催
し
、
同
窓
生
合
計
37
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
方
よ
り
高
齢
の
旦
那
さ
ん
の

運
転
で
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
同
窓
生
も
お
ら
れ
ま

し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
、
観
劇
前
に
全
員
で
早
め

の
昼
食
を
頂
き
、
会
員
諸
氏
の
近
況
報
告
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

観
劇
作
品
は
、
通
し
狂
言
「
天
竺
徳
兵
衛　

韓
話

蝦
蟇
の
妖
術
使
い
見
参
」で
、主
役
は
中
村
芝
翫
で
す
。

三
田
寛
子
さ
ん
の
ご
主
人
で
す
。
初
演
は
１
８
０
４

年
（
文
化
元
年
）
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
屋
敷
を
押

し
つ
ぶ
す
大
蝦
蟇
の
出
現
や
、
本
水
を
用
い
た
意
表

を
つ
く
早
変
わ
り
な
ど
、
一
瞬
た
り
と
も
見
逃
せ
な

い
幕
が
つ
づ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
回
の
暴
風
雨
と
は
違
い
好
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
の
で
、
国
立
劇
場
を
バ
ッ
ク
に
よ
い
写
真

も
と
れ
ま
し

た
。春
の
総
会
、

秋
の
行
事
で
の

集
ま
り
を
楽
し

み
に
散
会
い
た

し
ま
し
た
。

　

幹
事
長

宮
井
義
和

　
　
（
高
25
期
）

秋
の
恒
例
行
事  

歌
舞
伎
観
劇
会
を
開
催
し
ま
し
た

会
久
耐
西
関

会
久
耐
東
関

関
西
耐
久
会
総
会

母校への、ご理解とご支援を！

ei-kobata@kbts.jp

総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役

有田郡湯浅町湯浅1464〒643-0004 
http://www.yuasasyouyu.co.jp

有田郡湯浅町湯浅1466-1〒643-0004 
http://www.marushinhonke.com
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立
っ
て
動
き
回
る
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
た
の
で
、
立
食
形
式
で
用
意

し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
結
局
み

ん
な
椅
子
を
出
し
て
き
て
親
し
い

友
人
た
ち
と
座
っ
て
い
た
の
で
、
次

回
行
う
と
き
は
椅
子
も
用
意
し
て
も

ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
。
約
１
時
間

自
由
に
過
ご
し
て
も
ら
い
、
ビ
ン
ゴ

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
景
品
は
32
個

用
意
し
ま
し
た
。
目
玉
の
景
品
と
し

て
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
や
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ

ホ
ン
、
パ
ン
チ
ン
グ
バ
ッ
グ
な
ど
を

用
意
し
ま
し
た
。
以
外
に
も
人
気
が

あ
っ
た
の
は
女
性
用
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

器
具
で
し
た
。
ビ
ン
ゴ
は
１
時
間
も

か
か
ら
ず
に
終
わ
り
、
閉
会
ま
で
自

由
に
過
ご
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
全

員
が
成
人
と
な
り
お
酒
を
楽
し
む
人

も
増
え
、
終
盤
で
は
大
盛
り
上
が
り

の
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。
笑
顔

の
絶
え
な
い
約
３
時
間
の
同
窓
会
は

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま

い
、
最
後
に
恩
師
へ
記
念
品
と
し
て

ソ
ー
プ
フ
ラ
ワ
ー
の
ブ
ー
ケ
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
再
会
に
高
校
時
代
の

思
い
出
が
よ
み
が
え
り
、
友
人
・
仲

間
の
大
切
さ
が
身
に
沁
み
た
ひ
と
時

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
る
人

も
多
く
、
次
回
は
さ
ら
に
成
長
し
た

姿
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

幹
事　

芝
田
名
津
美

　

元
号
が
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
９
月
19
日
（
木
）
に
有
田
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
幹
事
が
柏
原
政
夫
美
さ
ん
（
高
19
）

か
ら
大
西
和
彦
さ
ん
（
高
29
）
に
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。
柏
原
さ
ん
長
年
お
疲
れ
様
で
し
た
。
大
西

さ
ん
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
の
初
参
加
者
は
３
名
で
、
こ
の
う
ち
平
成

２
年
卒
業
の
女
性
も
お
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
爽
や
か
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
優

勝
と
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
共
に
出
水
竹
夫
さ
ん

（
高
18
）で
し
た
。準
優
勝
は
東
猛
嗣
さ
ん（
高
21
）、

３
位
は
若
松
弘
郎
さ
ん
（
高
30
）、Ｂ
Ｂ
賞
は
宮
内

佳
子
さ
ん
（
高
14
）
で
し
た
。
皆
様
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
回
は
令
和
２
年
３
月
18
日
（
水
）
に
有
田
東
急

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
ご
参
加
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
西
和
彦
０
９
０―

４
６

４
９―

３
０
５
９
、
弓
場
守
０
９
０―

２
２
１
０―

７
０
７
３　

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

弓
場　

守
（
高
30
期
）

　

令
和
２
年
１
月
２
日
（
木
）
に
、

橘
家
さ
ん
に
て
「
高
68
期
同
窓
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

卒
業
４
年
後
、
22
歳
に
な
る
年
の

開
催
が
耐
久
高
校
で
は
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

卒
業
間
際
に
私
た
ち
幹
事
団
が
決

定
し
ま
し
た
が
、
４
年
後
ま
で
幹
事

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま

わ
な
い
か
不
安
で
、
周
り
の
友
人
た

ち
に
「
私
幹
事
だ
か
ら
ね
！
」
と
伝

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

か
、
開
催
１
年
ほ
ど
前
か
ら
「
同
窓

会
ま
だ
？
い
つ
や
る
の
？
」
と
同
級

生
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
開
催
の
半
年
ほ
ど
前
に

幹
事
団
で
話
し
合
う
た
め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
連
絡
を
と
り
幹
事
団
の
グ
ル
ー
プ

を
作
り
ま
し
た
。
県
外
に
出
て
い
る

人
も
多
く
、
地
元
に
い
る
数
名
で
大

ま
か
な
部
分
を
進
め
、
他
の
人
に
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
質
問
や
意
見
を
聞
き

ま
し
た
。
私
た
ち
は
往
復
は
が
き
で

出
欠
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

同
窓
会
当
日
は
68
期
生
１
２
５
名

（
男
性
70
名
、
女
性
55
名
）、
恩
師
３

名
、
計
１
２
８
名
の
出
席
と
な
り
ま

し
た
。
開
会
の
挨
拶
は
幹
事
を
代
表

し
山
本
和
樹
君
が
行
い
、
乾
杯
の
挨

拶
を
恩
師
代
表
と
し
て
若
野
俊
朗
先

生
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
ん
な

高68期

４
年
ぶ
り
の
再
会

組織強化支援活動

同窓の情報交換のスペースとして会報を活かしましょう。

衣奈不動産鑑定所
有限会社

〒643-0004

不動産鑑定士　衣奈 伸和
（高18期）

湯浅町湯浅2026-5 豊國ビル
TEL 0737－65－3066
FAX 0737－62－4066

前田利三（高12期）
有田郡湯浅町庁舎前
TEL　0737（63）2 9 2 9

第
22
回  

有
田
耐
久
会 （
第
51
回  

耐
久
会
）

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

前回優勝者の
萬ヶ谷哲さん（高21）から
優勝トロフィーが渡されました。

会
久
耐
田
有
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れ
て
76
人
全
員
が
ビ
ン
ゴ
に

な
る
ま
で
楽
し
く
続
き
ま
し

た
。
貰
っ
た
景
品
を
見
せ
合

う
の
も
高
校
生
み
た
い
で
し

た
。
ビ
ン
ゴ
は
大
成
功
で
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、最
後
に
前
晴
夫
さ
ん
の「
同
窓
会
は

今
回
で
最
後
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
今

後
は
ク
ラ
ス
毎
に
同
級
会
を
や
っ
て
下

さ
い
」と
の
挨
拶
と「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」

の
歌
と
と
も
に
一
次
会
は
閉
会
し
ま
し

た
。
二
次
会
は
、
ク
ラ
ス
毎
に
分
か
れ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

60
才
か
ら
の
長
い
間
、
同
窓
会
の
お

世
話
を
先
頭
に
立
っ
て
や
っ
て
下
さ
っ

た
下
野
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
参

加
で
き
た
私
は
、
幸
せ
で
し
た
。

　

世
話
人　

保
本
ゆ
う

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）

　

高
校
13
期
（
昭
和
36
年
卒
）
同
窓
会

の
始
ま
り
は
、
還
暦
を
迎
え
る
年
で
し

た
。
そ
の
後
65
才
、
68
才
、
71
才
と
四

回
開
か
れ
、
今
回
は
77
才
、
喜
寿
を
迎

え
る
祝
い
の
年
で
も
あ
る
の
で
、
三
月

に
世
話
人
が
集
ま
っ
て
同
窓
会
を
や
る

か
ど
う
か
か
ら
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

も
う
最
後
の
同
窓
会
に
な
り
そ
う
だ
か

ら
「
や
り
ま
し
ょ
う
」。
と
い
う
こ
と

で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
ま
で
の
準
備
は
世
話
人
代
表
の

下
野
憲
英
さ
ん
が
殆
ど
や
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
前
回
の
反
省
会
の
意
見
に

「
六
年
後
は
盛
大
に
！
」と
い
う
声
も
あ
り
、

み
ん
な
で
楽
し
め
て
盛
り
上
が
り
そ
う

な
「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
を
行
う
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。
次
の
世
話
人
会
で
当

日
の
役
割
も
決
め
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

当
日
（
令
和
元
年
８
月
24
日
）
は
、

記
念
写
真
の
撮
影
後
、
同
窓
会
場
に
移

り
、
山
本
富
久
さ
ん
の
穏
や
か
で
、
語

り
か
け
る
よ
う
な
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
に
こ
や
か
に
会
を
進
め
て
く

れ
る
の
は
、
司
会
の
小
野
泰
尚
さ
ん
。

物
故
者
へ
の
黙
祷
の
あ
と
、
赤
い
上
着

が
か
っ
こ
い
い
古
田
順
一
さ
ん
の
乾
杯

で
会
場
が
一
気
に
に
ぎ
や
か
に
な
り
、

歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
窓
生
っ
て

会
う
と
す
ぐ
に
話
が
弾
み
ま
す
。
思
い

出
の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
ア
ッ
プ
さ

れ
る
の
を
見
な
が
ら
、
お
い
し
い
食
事

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
の
目
玉
で
も
あ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

は
、
係
の
境
勝
平
さ
ん
の
有
田
弁
の
説

明
に
大
笑
い
。
み
ん
な
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
る
「
数
字
」
に
集
中
し
て

一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。
食
べ
る
の
も
忘

し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
各
ク
ラ
ス
男
女
の
幹
事

の
皆
様
、幹
事
長
の
生
馬
君
、サ
ポ
ー

ト
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
と

い
う
ツ
ー
ル
を
使
い
、
ア
ナ
ロ
グ

世
代
の
私
た
ち
で
も
迅
速
に
情
報

交
換
が
出
来
た
の
も
、
前
回
よ
り

か
な
り
出
席
者
を
増
や
せ
た
一
因

に
な
り
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。御
協

力
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

既
に
幾
人
か
の
同
級
生
の
方
が

鬼
籍
に
入
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
気

に
笑
顔
で
集
え
た
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
方
た
ち
の
分

も
毎
日
を
大
切
に
生
き
て
行
か
ね

ば
と
強
く
思
っ
た
一
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
次
回
開
催
に
む

け
て
、
さ
ら
に
エ
イ
ジ
レ
ス
で
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
ね
。

　

た
た
え
よ
耐
久　

我
ら
が
母
校

　

そ
し
て
、
我
ら
が
同
級
生

　

Ｓ
ｅ
ｅ  

ｙ
ｏ
ｕ  

ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ

屋
式
（
三
尾
川
）
ま
こ

　

ま
だ
夏
の
日
差
し
が
残
る
晴
天

の
９
月
15
日
（
日
）
紀
三
井
寺
「
は

や
し
」
に
て
30
期
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。令
和
元
年
、新
天
皇
、

同
級
生
の
還
暦
と
、
ま
さ
に
新
時

代
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
年
に
、

男
子
56
名
女
子
64
名
総
勢
１
２
０

名
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
吉
田
先
生
、
原
先
生
、
藪
添
先

生
が
御
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

目
玉
と
し
て
の
企
画
第
一
弾
は
、

吉
田
先
生
の
米
寿
、原
先
生
の
喜
寿
、

藪
添
先
生
の
75
歳
の
お
祝
い
、
赤

い
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
を
着
た
我
々

還
暦
代
表
の
西
島
君
が
、四
つ
用
意

さ
れ
た
ケ
ー
キ
の
年
の
数
の
ロ
ー
ソ

ク
を
吹
き
消
し
て
、バ
ー
ス
デ
ィ
ー

ソ
ン
グ
を
歌
い
、
一
同
で
祝
い
あ

う
と
い
う
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
し
た
。

生
馬
幹
事
長
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
軽
快
な
司
会
に
、
ち
び
ま
る
子

ち
ゃ
ん
の
友
蔵
に
扮
し
た
山
﨑
君
、

女
子
幹
事
有
志
の
艶
や
か
な
（
？
）

振
り
袖
姿
と
ダ
ン
ス
ド
レ
ス
姿

（
僭
越
な
が
ら
私
も…

）
で
の
「
お
・

も
・
て
・
な
・
し
」
は
、
目
玉
企
画

第
二
弾
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

驚
か
れ
た
方
に
は
「
ご
め
ん
な
さ

い
ね
〜
」。
目
玉
企
画
第
三
弾
は
、

ハ
ズ
レ
な
し
の
「
く
じ
」
で
し
た
。

10
名
程
に
高
額
の
商
品
券
が
当
た

る
と
い
う
の
で
、
楽
し
い
会
話
も

中
断
し
て
、
受
付
の
際
に
手
渡
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
ド
キ
ド
キ
!

タ
ワ
シ
の
人
有
り
、
ス
ポ
ン
ジ
の

人
有
り
で
し
た
が
、
と
て
も
盛
り

高13期
「
喜
寿
」記
念
の
同
窓
会

高30期

上
が
っ
て
く
れ
て
、
皆

様
、
い
い
お
土
産
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

（
実
は
私
は
幹
事
な
の

に
商
品
券
当
た
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
嬉
し
い
け
ど
ス
イ
マ
セ
ン
）

　

宴
も
た
け
な
わ
、
あ
ち
こ
ち
で

出
身
中
学
校
別
の
ス
マ
ホ
撮
影
会

も
始
ま
り
、
お
酒
も
ま
わ
っ
て
き

ま
す
。「
あ
の
人
誰
よ
ー
」。
全
く

変
わ
ら
な
い
方
、
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
方
（
失
礼
）、

前
回
よ
り
わ
ず
か
５
年
振
り
の
再

会
と
は
い
え
、
時
の
流
れ
は
残
酷

で
す
。
し
か
し
、
名
札
で
確
認
し

て
話
し
は
じ
め
る
と
、
あ
っ
と
い

う
間
に
あ
の
頃
に
戻
れ
る
の
も
同

級
生
な
ら
で
は
。
二
時
間
ほ
ど
の

一
次
会
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
思

い
出
話
は
、
二
次
会
、
三
次
会
と

場
所
を
移
し
て
花
咲
か
せ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
宴
の
締
め
く
く
り
は
、

校
歌
。
そ
し
て
、
お
三
方
の
先
生

に
生
徒
愛
に
満
ち
た
お
言
葉
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ

て
下
さ
り
、
健
康
を
気
づ
か
っ
て

下
さ
り
、
一
同
シ
ー
ン
と
静
ま
り

か
え
り
、
胸
一
杯
で
聞
き
入
り
ま

し
た
。
ま
た
、
お
帰
り
の
際
の
お

車
を
皆
拍
手
を
も
っ
て
お
見
送
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

時
の
先
生
方
の
耐
久
時
代
の
頃
と

お
変
わ
り
の
な
い
笑
顔
に
、
誰
し

も
が
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生

き
し
て
下
さ
い
と
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

先
生
方
お
忙
し
い
中
、
本
当
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

地
元
は
も
と
よ
り
遠
方
か
ら
参
加

我
ら
還
暦
　同
窓
会
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平成30年度予算・決算書　　　　　　　　　耐久高等学校同窓会
平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日

1. 収入の部    

2. 支出の部    

2,010,258 － 1,138,363 ＝　871,895　　　　次年度へ繰り越し

郵便振替口座の開設について（口座番号）00900-5-298293（口座名称）和歌山県立耐久高等学校同窓会（加入者払込局）湯浅郵便局

備　　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額

備　　　　　考増　　　減決　算　額予　算　額

入 会 金 全日制 159名＊5,000　定時制 6名＊2,500
会 報 広 告

1,020,000
100,000
150,000
150,000
10,000

1,430,000
976,886

2,406,886

810,000
114,500
98,870
10,000

2
1,033,372
976,886

2,010,258

-210,000
14,500
-51,130
-140,000
-9,998

-396,628
0

-396,628

190,000
20,000
30,000
40,000
100,000

1,490,000
0

600,000
600,000
150,000
140,000

170,000
40,000
80,000
50,000

1,850,000

202,000
102,000
100,000

354,886

2,406,886

165,856
0

25,216
31,000
109,640

729,817
0

112,282
520,512
60,000
37,023

61,690
6,690

0
55,000

957,363

181,000
81,000
100,000

0

1,138,363

-24,144
-20,000
-4,784
-9,000
9,640

-760,183
0

-487,718
-79,488
-90,000
-102,977

-108,310
-33,310
-80,000
5,000

-892,637

-21,000
-21,000

0

-354,886

-1,268,523

会 報 協 賛 金
会報42・43号広告代
有田・関東・関西耐久会より
高19期生より
預金利息

タイムス広告費
県高等学校同窓会連絡協議会参加費他
各支部総会出席旅費他

全国大会出場激励費他
会報42・43号印刷、郵送代他
各支部・期への援助
支部総会用郵送代他

封筒、郵送代他

転出生払戻

きのくに信金定期へ
ゆう貯定額へ

寄 付 金
雑 収 入
（収　　入　　計）
前 期 繰 越 金

（収　入　合　計）

１．運　営　費
会 議 費
渉 外 費
負 担 金
旅 費

２．活　動　費
総 会 費
母 校 援 助 費
同 窓 会 報 費
助 成 費
雑 費

３．諸　　　費
事 務 費
慶 弔 費
払 戻 金

（支　　出　　計）

４．繰　出　金
基 本 金
同窓会館設立基金

５．予　備　費

（支　出　合　計）

同窓会会計について
※収入…30年度は、入会金として全日制 5,000円・定時制 2,500円を終身会費として頂いています。（中途転校・

退学の場合は返金）他に同窓生各期や個人からの協賛金や寄付金など。
※支出…クラブ支援、国際交流、講演会、会報などの学校援助に直接・間接に還元。卒業後は、同窓生間や母校の情

報を名簿や会報を通じて提供、各期の同窓会開催に援助、母校の支援、会の運営費ほか。

　
「
若
の
浦
に 

潮
満
ち
来
く
れ
ば 

潟
を
無
み 

葦
辺
を
指
し
て 

鶴
鳴
き
渡

る
」万
葉
の
時
代
に
山
部
赤
人
が
和
歌
の
浦
の
絶
景
を
詠
ん
だ
有
名
な
歌
。

　

私
も
高
校
時
代
に
５
歳
の
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
く
ら
い
一
生
懸
命

勉
強
し
た
の
で
こ
れ
く
ら
い
は
知
っ
て
い
ま
す
。
高
校
卒
業
か
ら
今
年
で

ち
ょ
う
ど
50
年
だ
そ
う
で
す
。玉
津
島
神
社
を
か
わ
き
り
に「
語
り
部
」さ

ん
の
案
内
で
不
老
橋
、
徳
川
頼
宣
が
水
上
楼
閣
と
し
て
海
辺
に
建
立
し
た

観
海
閣
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
県
民
で
も
あ
ま
り
行
く
こ
と
の
な
い

和
歌
浦
で
す
が
、今
回
こ
の
地
を
巡
り
歴
史
的
な
奥
深
さ
を
知
り
私
に
と
っ

て
思
っ
て
も
み
な
い
勉
強
と
な
り
ま
し
た
。
頭
の
中
が
知
識
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
後
は
そ
う
で
す
。
宴
会
・
・
宴
会
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
２
時
間
の

飲
み
放
題
付
き
税
込
み
５
０
０
０
円
ポ
ッ
キ
リ
と
の
こ
と
。幹
事
さ
ん
よ
く

ぞ
見
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。宴
会
半
ば
で
全
員
が
近
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

・
40
歳
近
い
娘
が
ま
だ
結
婚
し
て
い
な
い
の
が
心
配
。

・
今
さ
っ
き
初
孫
が
生
ま
れ
た
と
連
絡
が
あ
っ
た
。（
み
ん
な
拍
手
）

・
企
業
内
保
育
所
で
働
い
て
い
る
。
毎
日
忙
し
い
。

・
県
外
で
あ
っ
た
大
き
な
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
二
つ
賞
を
も
ら
っ
た
。

・
夫
が
経
営
す
る
事
務
所
で
今
も
仕
事
を
し
て
い
る
。

・
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画
鑑
賞
な
ど
楽
し
ん
で
い
る
。

・
日
本
の
山
を
登
り
（
荒
ら
し
）
ま
く
っ
て
い
る
。

・
早
朝
か
ら
午
前
中
ゴ
ル
フ
場
で
働
い
て
い
る
。
起
き
る
の
が
つ
ら
い
。

　

私
た
ち
に
宴
会
の
給
仕
を
し
て

く
れ
た
ひ
と
り
に
耐
久
の
卒
業
生

が
い
た
。
今
、
和
医
大
に
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
患
者
さ
ん
に
慕

わ
れ
る
お
医
者
さ
ん
に
な
っ
て
ほ

し
い
。が
ん
ば
れ
私
た
ち
の
後
輩
。

　

み
ん
な
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に

自
分
の
人
生
を
歩
ん
で
き
た
。
も

う
す
ぐ
70
歳
。
こ
れ
か
ら
は
お
互

い
無
理
を
せ
ず
残
り
の
人
生
を
生

き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
何
か
の
ご

縁
が
あ
り
50
年
前
、
耐
久
高
校
と

い
う
学
び
舎
で
青
春
の
ひ
と
時
を

共
に
過
ご
し
た
仲
間
た
ち
。

　

今
日
ま
で
に
４
名
の
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
が
先
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

３
年
４
組　

前
山
た
ず
子

高22期

万
葉
の
地「
和
歌
の
浦
」を
訪
ね
て
ク
ラ
ス
会
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絆絆部活OB・OGたちの

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
巻

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
３
学

年
が
男
子
５
名
女
子
６
名
、
２

学
年
が
男
子
10
名
女
子
２
名
、

１
学
年
が
男
子
11
名
女
子
２
名

で
す
。
毎
日
の
練
習
は
学
校
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
ク
レ
ー
コ
ー
ト
）

と
、
な
ぎ
の
里
に
あ
る
人
工
芝

の
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
で
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
の
総
合
体
育
大
会
の
成

績
は
男
子
団
体
は
県
ベ
ス
ト
８
に
入

賞
し
、近
畿
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　

男
女
と
も
部
員
数
は
減
少
し
て
お

り
、
三
年
生
が
引
退
し
た
現
在
、
女

子
は
団
体
戦
出
場
に
必
要
な
６
名
を

下
回
り
４
名
と
な
り
、
新
人
大
会
は

他
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
選
手

２
名
の
助
け
を
借
り
て
出
場
し
て
い

る
状
態
で
す
。
し
か
し
少
人
数
な
が

ら
も
、
男
子
と
合
同
で
練
習
す
る
な

ど
を
し
て
修
練
を
重
ね
、
新
人
大
会

の
団
体
戦
で
は
男
女
と
も
シ
ー
ド
権

を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
本
校
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に

所
属
し
て
い
た
時
代
は
、
頻
繁
に
Ｏ

Ｂ
の
方
々
が
コ
ー
ト
に
来
て
熱
の

入
っ
た
指
導
を
し
て
く
だ
さ
り
、
時

に
は
差
し
入
れ
と
温
か
い
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
先

輩
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

出
来
れ
ば
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
、
選
手
た
ち
と
一
緒
に
ラ

ケ
ッ
ト
を
振
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
大
会
は
オ
ム
ニ

コ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
た
め
、
長
年
、

学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
要
望

し
て
お
り
ま
し
た
。
近
々
本
校
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
も
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
に
な
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。日
々
の
練
習

の
中
で
み
ん
な
一
丸
と
な
っ
て
が
む

し
ゃ
ら
に
ボ
ー
ル
を
追
い
、そ
こ
か
ら

今
し
か
得
ら
れ
な
い
大
切
な
も
の
を

感
じ
と
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

顧
問　

中
本　

学

　
　
　
　
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
挑
戦

　

２
０
１
９
年
11
月
13
日
、
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
小
惑
星

リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
周
回
軌
道
を
離
れ
、
地
球
に
戻
る
旅
を
開
始
し
た
。「
は

や
ぶ
さ
２
」
の
目
的
は
、
太
陽
系
の
成
り
立
ち
や
地
球
の
生
命
誕
生
の

謎
に
迫
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
約
79
万
個
の
太
陽
系
小
惑
星
か
ら
選
ば

れ
た
の
が
、
惑
星
で
も
原
始
的
な
種
類
に
分
類
さ
れ
る
リ
ュ
ウ
グ
ウ
。

　
「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
、
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
の
た
め
、
リ
ュ
ウ
グ

ウ
の
救
い
よ
う
の
な
い
で
こ
ぼ
こ
な
地
形
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
ミ
ス
で
の
誤

作
動
を
乗
り
越
え
無
事
着
陸
。
地
表
に
弾
丸
を
撃
ち
込
み
、
岩
の
破
片

回
収
に
成
功
す
る
。
挑
戦
は
続
き
２
ヶ
月
後
、
今
度
は
爆
撃
で
リ
ュ
ウ

グ
ウ
に
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
を
作
り
、
地
下
に
あ
っ
た
物
質
が
入
っ
た
可

能
性
の
高
い
サ
ン
プ
リ
ン
グ
も
成
功
さ
せ
る
。
１
回
目
の
サ
ン
プ
ル
だ

け
で
も
人
類
未
到
な
の
に
、
地
表
と
地
下
の
異
な
る
サ
ン
プ
ル
を
持
ち

帰
る
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
の
分
野
で
の
我

が
国
の
科
学
技
術
の
高
さ
は
想
像
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
。
今
年
12
月

の
帰
還
は
感
動
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
瞬
間
を
ワ
ク
ワ
ク
し
て
待
っ
て
い
る
。

　

旧
制
耐
久
中
学
・
高
校
同
窓
会
役
員
と
し
て
永
ら
く
母
校
の
た
め
に

活
躍
さ
れ
た
斎
藤
春
太
郎
先
生
（
旧
中
40
期
）
が
昨
秋
10
月
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
90
歳
で
し
た
。

　

特
に
創
立
１
５
０
周
年
記
念
発
刊
「
耐
久
校
史
」
の
編
集
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

待
ち
に
待
っ
た
「
２
０
２
０
」
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
い
よ
い
よ
開

幕
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
競
技
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
開
会
式
で
は
、
ど
の
よ
う

な
演
出
の
も
と
で
、
感
動
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
か
興
味
深
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
、
私
た
ち
同
窓
会
に
と
っ

て
も
「
梧
陵
翁
生
誕
２
０
０
年
」
を
迎
え
る
記

念
す
べ
き
年
で
す
。「
特
集
」
で
は
前
寿
仁
氏

か
ら
、
梧
陵
翁
の
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
幅

広
い
交
流
網
と
業
績
等
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

改
め
て
そ
の
偉
大
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
「
県
庁
耐
久
会
」
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
当

時
３
０
０
名
の
出
身
者
が
い
た
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
し
、
皆
さ
ん
の
耐
久
に
対
す
る
誇
り
、
愛

着
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
絆
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ
た
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
の
生
徒
諸
君
に
は
、
部
員
数
が
減
少

す
る
中
で
、
練
習
を
積
み
重
ね
、
団
体
で
男
女

共
に
シ
ー
ド
権
を
守
っ
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と

に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
も
会
報
の
発
行
に
際
し
、
多

く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

報
・
冬
晴
や
細
き
枝
先
際
立
ち
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　

中
川
博
子
（
高
18
期
）

・
隙
間
風
通
す
隙
間
に
月
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　

早
川
悦
子
（
高
18
期
）

・
綿
入
れ
に
わ
ら
じ
で
通
ひ
し
耐
久
舎

　
　
　
　
　

語
り
し
村
長
よ　

学
の
尊
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　

楠
本
弘
子
（
高
女
28
期
）

・
若
き
日
の
夫
の
姿
を
垣
間
見
る 

　
　
　
　

孫
に
教
え
る
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　

下
野
香
代
（
高
20
期
）

ひ

と

俳
壇
・
歌
壇

『
編
集
後
記
』


